
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『３００人で観るウーフ』 
原作は神沢利子さんの「くまの子ウーフ」 

主人公のウーフは、日常の暮らしの中で、いろいろなものに疑問を感じ、自分で考えます。その

疑問というのは、子どもであっても物事の本質に迫ったものばかり。いざ、その答えを考えると、

大人でも明確に答えるのが難しいのです。ウーフは、親や仲間の力をかりながらも、子どもにし

か持ち得ないおおらかな発想で「自分の答え」を見出します。 

この「ウーフ」のワークショップと鑑賞を通して、子どもたちに発見していくことの素晴らしさを伝

えられたら、と思います。 

小学校高学年向けワークショップ 

12月 15日(日) 
  

1月以降にもワークショップを予定しています 

小学校低学年向け・・・「マスコット作り」「Tシャツステンシル」 

幼児向け・・・・・・・・・・・「親子クッキング」 
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12 月 7 日(土) 16:00～18:00 

イルミネーション点灯式＆夜の音楽会 
＜ゲスト＞ 佐倉アコーディオンサークル風車さん 

コーラスグループ 印西シンガーズさん 



<活動報告>      

 

 

 

９月３０日（月） 船穂コミュニティセンター 

今年も、くぼたまさとさんをお迎えして、工作教室を開催しました。 

☆第１回目 １５：００～１５：５０ 

参加者 （会員） 子ども１１人 ・ 大人９人   

（一般） 子ども１５人 ・ 大人１９人 

 

第１回目は３才児前後を対象とした工作教室で、「ビリビリ紙工作」です。 

色画用紙を手でびりびりやぶいて何に見えるかな？親子で楽しい時間を過ごす事ができました。 

 

  紙をびりびりやぶいて、いろんな形をつくります。  周りのお友達と紙を交換して、いろんな色、形の紙を貼っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クレヨンで模様をつけて、動物やビルに変身！     

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『参加者のアンケートより』  

・とりやでんしゃをつくってたのしかった。  

・わくわくさんに大興奮！楽しい時間をありがとう。 

・テレビで見たわくわくさんと一緒に工作ができて良い思い出ができた。 

・時間が短かった。もっとわくわくさんの楽しい工作のわざとおしゃべりが見たかった。 

・子どもがとてもたのしそうにしていました。親にとっても久々の工作で楽しかったです。 

・わくわくさんのお話が楽しくて、あっという間に時間がすぎました。家でも遊んでみようと思います。 



 

☆第２回目 １７：００～１７：５０ 

参加者 （会員） 子ども２６人 ・ 大人１３人 

   （一般） 子ども２９人 ・ 大人２３人 

 

 

第２回目は６才児前後を対象とした工作教室で、「たこづくし」です。 

色画用紙でたこを作ってゲームをしました。画用紙を重ねて作ったたこは技あり！ 

「たこのＵＦＯキャッチャー！？」たこの足で物がつかめるのです！！  

作って遊べる♪はさみが使えれば小さい子どもで楽しめる工作でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじまり・おわりの挨拶、入場受付は会員の小学生が頑張ってくれました！ 

 

 

 

 

 

 

 

紙をちょきちょき切って、たこをつくります。顔を描いて、いろんな顔の“たこちゃん”出来上がり！ 

わりばしとタコ糸、クリップで釣り竿の出来上がり。お母さんとどっちが早く釣れるか、タコ釣り競争です。 

 

 

 

                                        たこ勢揃いです 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『参加者のアンケートより』  

・たこのあたまが「ぴん」とでておもしろかったです。たこのあしがでたら、しゃわしゃわとなりました。 

・たこのゲームがたのしかった。このようなたこの作り方があるとはしりませんでした。 

・子どもと一緒に工作することがないので、楽しい時間を過ごしました。 

・普段、息子と一緒に工作する時間がもてないので、今日はとても良い時間を過ごせました。 

・テレビのわくわくさんが見られてよかったです。子どもが自分でできる工作でした。 



 

＜活動報告＞ アルカサール巻きを作っちゃおう 

１００人でロング巻き寿司 
日時：10月６日（日）14：30～16：00 

場所：アルカサール中庭広場 

参加者： 子ども（会員 23人、一般 11人）  

                大人 （会員 27人、一般 11人） 

 

今年も子ども劇場にとって恒例のロング巻きずしの日が、やってきました。昨年は、寒さで、 

鼻を真っ赤にして震えながら行っていましたが、今回は１０月という事で、過ごしやすい一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに、京都からこの日の為に取り寄せたロール状に巻かれた特製の海苔を、スタッフがテーブルの上に転が

していきます。その上に自分が持ってきたすし飯と具材を、のせていきます。具材も定番のたまご焼き、野菜類から、

２０１３年度変わり種№１と思われるたこやきと、家庭によりさまざまです。ここから、親子バトル開始です。具材ののせ

方が多すぎたり少なかったり、つまみ食いをしたりと・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、１本目を巻きます。スタッフの掛け声に合わせて「せーの」。緊張の一瞬です。気持ちを一つにして同時に巻

かないと、途中で破けてしまいます。全員で巻き上がったのを、持ち上げます。大成功！！これは、家に持ち帰りま

す。今日の夕食になりそうです。  

 



次は２本目、目玉のアルカサール巻きです。これは、各店舗より自慢の具材を提供していただき、巻きずしを作る

という、とっても楽しみで、お得な企画です。 

２本目なので、みんな慣れた手つきで、具材をのせて巻いていきます。焼きそば、炊き込みご飯、ソーセージ・・など

があります。出来上がったのを見ると、早く食べたくて手が出そうになりましたが、もう少し我慢です。 

 

 

スタッフの方が、会食の準備をしてくれている間に、ヨーヨー世界チャンピオンのパフォ

ーマンスを観ます。チャンピオンは、１６歳の高校生を含む３人組の青年達です。初め

て生で観るパフォーマンスに子どもだけでなく大人も釘づけになりました。自分が知っ

ているヨーヨーとは全く異なり、繊細で計算された技も圧巻でした。 

パフォーマンスの後は、子ども達に上手くできる方法や技などをわかりやすく教えて

くれました。いつもは、勝手に遊びまわっている男の子達が、真剣な顔つきで教わって

いたのは、驚きでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

会食の時間になると、みんな勢いよく、お皿にの

せていきます。色々な種類を選ぶ子、好きな物だけ

を食べる子、お吸い物を何回もお代わりする子と、

食べ方も様々です。すっかり、お腹も満たされ、親子

バトルも終了し、みんな笑顔になっていました。来年

も、どんな具材が出てくるのか楽しみです。 

                                                   

 

 

 

                              アルカサール巻きご協力店舗 

 

                                  お好み焼き 道とん堀さん 

                                   海鮮居酒屋 はなの舞さん 

                             飯岡農園さん（やおやさん内） 

                          松やさん（やおやさん内） 

 

ありがとうございました。 

 

 



 

＜活動報告＞ 

ピザがまの森であそぼう 

「ウーフ」のシーフードパーティー 
日時  ： 10月 17日（土）10：30～15：00 

場所  ： ピザがまの森 

参加者： 子ども 35人 ・ 大人 37人 

  

 

 今回は我が家にとって２回目のピザがまの森。そして、前回来た時から気になっていたピザ窯で、実際にピザを焼

いて食べるとのことで、家族全員お腹を空かせてワクワクしながら参加しました。 

 

 少し遅刻の１１時ごろに到着すると、着々と準備が進んでいるところでした。お父さんたちはピザ窯に火をいれ、お

母さんと子どもたちはキャベツをちぎったり、魚の下ごしらえをしたりと、もうすっかり盛り上がっている様子。 

 早速、我が家の娘もお手伝い！するのかと思いきや、あっという間に前回遊んだツリーハウスに走って行ってしま

いました（笑）。その代わり？２歳のいたずら坊主君がお手伝いに大活躍！ママと一緒にせっせと人参を切ったとき

は、初めての包丁に大興奮でした。 

  

大きなピザトーストは小さな子たちが具を山盛りに盛り付けしたり、丸いピザにはお姉さんたちが「ウーフ」の顔をデザ

インしたりと、それぞれ個性的にできあがり。 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

お父さん達の準備も手馴れたものです              ピザの盛り付けは子ども達にお任せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちろん、遊ぶことだって忘れちゃいません。木登り、虫取り、集まって何を話してるのかなぁ？ 



気がつくとお父さんたちの手際のよさで、あっという間にピザ窯の準備も万端！早速、大きな大きなピザトーストを

焼きました。 

ピザの他には野菜たっぷりのスープと串に刺した焼き魚も作りました。 

焼き魚は、縁日で食べる「あゆの塩焼き」みたいになるのかな～と思っていましたが、なかなか中まで火が通らず、少

し苦戦していたようでしたが・・・。 

 

 ピザの焼き具合もスープもとっても美味しくできあがり、我が家の食いしん坊たちはすごい勢いでママの分まで食

べてしまいました。お魚は網焼きに変更していましたが、皮がパリパリで中がフワフワに焼けてました。魚嫌いの娘も

１匹ペロッと食べてくれました。他にも焼きりんごや焼きたまねぎ。そしてデザートに焼きマシュマロ！マシュマロを串

に刺し炭火にかざして軽くとろけたところをビスケットにはさんで食べるのですが、これには子どもたちも夢中でかぶり

ついていました♪ 

どれもこれもとっても美味しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の目玉のあじの塩焼き！お父さんたちが試行錯誤してくれました。最後は網で焼きましたが、美味しいと好評でした♪ 

 

 

 

お腹いっぱいになり、再びツリーハウスでひと遊びし

た後は、紙芝居！お話好きな子どもは夢中になって

座って聞いていましたね♪ 

 

 そして、最後には「全員握手」。みんなで二列に並

んで向かいあった人と握手をして自己紹介。大人も

子どももちょっぴり照れながらお話し。なんだか、一気

に仲良くなれた気がしました。 

 

 その後、予定していた男劇場のキャンプは雨のた

め、居酒屋での懇親会になったようですが、どうだっ

たのかな～？ 

 

「くまの子ウーフ」の紙芝居 

 

７ 



＜活動報告＞ 

     

子どもアートステージファンド 贈呈式  
１０月９日（金） 10：30～12：30 

船橋中央公民館   参加者 ： 3人 

 

一か月前にプレゼンテーションをした、子ども劇場千葉県センター主催の子どもアートステージファンド事業の贈

呈式に行って参りました！助成決定の通達が既にあったので、前回のプレゼンテーションと打って変わってリラックス

した精神状態で臨むことができました。 

昨年度の参加団体は７団体でしたが、今年度は５団体。生の舞台の良さを伝えたい気持ちはどの劇場も同じです。

プレゼン時、審査員からの質問で「チャレンジ性が鑑賞人数３００人とありますがそんなに難しい事ですか？」と聞か

れて「悲しいですが難しい！」と言い切りました。現在のいんざいにとってはたいへんなチャレンジです。印西市は商

業施設がたくさんあって週末をそこで過ごす人が多い。そういう所を利用するのは大いに結構だけど、たまには質の

良い家族の週末の過ごし方をするのも良いのではないか。大事な大事な（今しかない）子ども時代を、文化的・自然

的体験を通していろんな事を親子で感じ取ってほしい。その思いはいんざい子ども劇場の現在の形をたくさんの人

に知ってほしい、という事にもつながります。 

和やかムードの贈呈式の後は、他劇場の理事さんとお菓子を食べながらしばし歓談。生の芸術鑑賞がどうして良

いのか、子ども時代と親子というキーワードになぜこだわるのか。親のみならず行政や、子どもを取り巻く大人達に理

解してもらうことが大事だよね、と再確認。理事会でもいつも取り沙汰される話題です。皆さん同じように考えてる事が

分かって安心しました。  

 また、各劇場力作のタペストリーのお披露目も行われました。いんざいはＨさんが素晴らしいものを作ってくれまし

たので楽しみにしていて下さいね。 

さて皆さん、総会での私の理事の挨拶を覚えてますか？このファンド事業で最高金額をゲットできるようがんばりま

す！と言いました。昨年度も最高金額をゲット出来ましたが、今年はもっとパワーアップして満額！49,000円を頂く事

が出来ました！他劇場の理事さんはベテラン勢揃いで不安もありましたが、真っ直ぐな気持ちが伝わったような気が

してとても喜ばしい一日となりました。来年 2月 23日の「ウーフ」当日に向け、実行委員会、ワークショップと鑑賞を盛

り上げていきましょう！                                  

 

＜活動報告＞ 男劇場だより 『夜の交流会』 
  10月 19日（土） 18：00～20：30    地鶏居酒屋 山内農場（中央駅南口前） 

参加者 ： 8人  

 

祝！男劇場初参加！！みなさんありがとうございました。（個人ごとでスイマセン…（笑）） 

さて早速ですが、活動報告を簡単に。この日の昼のピザ釜パーティもとても盛り上がりましたが、パパさんたちが主役

になる男劇場も負けず劣らずでした。乾杯、自己紹介のあとは、いろいろな話題で盛り上がりました。当然パパたち

ですから仕事の話も出るわけですが、それでもやっぱり一番の話題は子ども劇場のことでした。私が特に印象的だ

ったのは、ピザがまの森オーナーのＩさんがとてもいろいろな構想を持っていること。「あそこはこんな風にしたいと思

ってるんだよね…」なんて話がポンポン出てくる。すると周りのパパさんたちも「いいですね～。で、いつから着手しま

す？」と応酬。みんな物を作ったり、遊ぶのが好きな人たちなんだなって思いながら、私も楽しく参加させていただき

ました。あっという間の 2時間半でした。『男劇場～宿泊編～』も機会があれば是非参加したいなって思いました。 



＜活動報告＞ ～ひらけ夢ステージ・ちば 2013 子どもアートステージファンド事業～ 

『３００人で観るウーフ』 第１回実行委員会 

１０月１５日（火） １０時～１２時  フレンドリープラザ  参加者 ： 大人 9人 

 

来年 2月 23日の当日に向けて第１回実行委員会を開催しました。実行委員には子ども劇場の幼児と小学生の担

当理事各２名づつと理事長、賛助会員、他の市民活動団体からも参加していただき、月に一度のペースで予定して

います。昨年度の「どうぞのいす」からの継続の実行委員の方に加え、小学校で読み聞かせをしているお母さん、ウ

ーフ」を観た事のあるお母さんも参加してくれて、今年度もより充実した実行委員会となりそうです！ 

簡単な自己紹介の後、事業目的・内容の説明を行い、主に１回目の、小学生高学年を対象にしたワークショップ

について話し合いました。ワークショップとは参加者が主体的に関わり、色々な人との関わりを通して、何かを学んだ

りつくり出したりする、学びや創造のスタイルを言います。初回にもかかわらず、深く掘り下げた活発な意見交換が出

来ました。その一部をご紹介します。 

 

＊会員の中でもウーフを観ることを盛り上げるために、年内のピザがまの森事業で「ウーフのシーフードパーティー」 

「ウーフの芋煮会」を行う。 

＊一般向けのワークショップ（もちろん会員の方も対象です）として、 ☆高学年向けワークショップ 男子：ピザがま

の森でデイキャンプ、女子：クッキング（スイーツ作り）と、☆低学年向けワークショップ 親子でクッキング（クマのパ

ン作り）、 ☆ウーフのオブジェづくり ラーバンちばネットワーク主催の森の手入れとコラボ、最後に、 ☆全学年

対象の Tシャツ、クマのマスコット作り（どちらか好きなものを作る）、の全４種類のワークショップを行う。 

＊１１月にはチラシを配りたいので、「ウーフの森を作ろう」など、ウーフにちなんだ言葉を入れつつ、高学年の気持

ちにも響くような、そして親のこころを動かすようなキャッチフレーズをたくさん考えてチラシに打ち出し、鑑賞参加

者数３００人を目指す。 

＊特に高学年は達成感のあるワークショップにしたい、子どもだけの参加なので何か体験するだけでなく、家に持ち

帰るものを作るなど、親にどんなものを作ったか見せられる内容がよいのでは。 

 

さまざまな意見が飛び交いました。今回の色々なワークショップを鑑賞当日までを実行委員会、会員の皆さんと

一緒に盛り上げていきたいと思います。是非参加してくださいね！！                

 

 

＜活動報告＞ 母たちのランチ会 
10月 22日（火） 11:30～  ぎをん庭（アルカサール内） 

参加者 ： 母 21人 子ども 6人 

 

ママ・ランチ会を行いました。8〜9月に新しく入会したママ達も含めて大人 21人、子ども 6人、総勢 27名の賑やか

な会食となりました。大人数だったからか(?)、料理が運ばれてくるタイミングがメニューごとだいぶ違うというハプニン

グもありましたが、和やかな雰囲気の中、自己紹介や子ども劇場の今＆昔の話で盛り上がりました。入会のきっかけ

や時期は皆バラバラではありますが、目的は一緒、子ども達に色々な経験を積ませたい！という思いが伝わってきま

した。途中、席替えを挟みながら、さながら女子だけの合コンのよう…♡楽しかったです。 

これから秋から冬の行事を通してパパ同士、ママ同士、子ども同士、みんなで少しずつ仲良くなれたらいいな〜と思

う、ほっこり暖かなランチ会でした。    



エリンギだより  第１回 春交実行委員会 

１０月６日（日） ９：００～１１：３０   中央駅前地域交流館 ２号館 第３会議室 

いんざいの参加者・・・6人 

      （全体の参加者・・・・・中学生３人・高校生３人・青年５人・大人６人） 

 

３月に行われる北総春の交流会（通称：春交）に向けて第１回目の実行委員会が行われました。 

いんざいから実行委員として頑張ってくれるのは、以下の３人です。 

Ｔ君（青年）・・・・前年に引き続き３役として皆を引っ張っていってくれます。 

Ｗ君（中１）・・・・昨年新中１で参加し、とても楽しかったそうです。（皆にも楽しさを伝えてね！） 

Ｓさん（中１） ・・初めての参加でちょとドキドキ？他劇のお友達が出来るといいね！ 

 

まず、前回の「春交を考える会」で決まった、今年は小５から参加を踏まえて、中学生、高校生、青年各自が、自分達

の役割の確認をしました。そして、実行委員長にＮくん（白井高２）が決定しいよいよ始動しました。 

企画についても大枠が決まり、各劇宿題としてどんな企画をやりたいか考えてくることになりました。 

３月２８日午後出発 ２９日 ３０日昼食なし午前出発（２泊３日） 

① オープニングとエンディング企画 

② ランチ企画 

③ ２日目の夜企画（ファイヤー等） 

この３企画を３劇場（いんざい、白井、成田）で割り振り、担当することになります。 

さあ！いんざいは何の企画担当になるでしょう♪♪ 楽しみで～～す♪ 

次回の第２回春交実行委員会  １１月３日（日）１０：００～  ｻｻﾞﾝﾌﾟﾗｻﾞ和室です 

 

  

 

サークル会 10月１６日(水) お好み焼き道とん堀（アルカサール） 

参加者  ７人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜活動報告＞                            主催：白井子ども劇場 

 影絵鑑賞 『魔法つかいのおとぎばなし』 劇団かかし座 
９月２１日（土） １４：００～１５：００   

富士センター（白井市） 

参加者：子ども６人、大人５人 

 

白井子ども劇場で行われた、影絵劇を観てきました。息子（3歳）

も私も影絵劇は初めてでしたが、とても楽しかったです。 

お話は 2部構成で、魔法を使って色々な動物に変身するという内容です。舞台のセットもアラビアンな神

秘的な感じになっていて、劇の始まりに魔法使いが出てくると、それまでざわざわしていた子ども達が静か

になって影絵の世界に引き込まれていきました。 

動物は鳥、きりん、象、ねずみなどたくさんでてきました。鳥の羽の動きが素晴らしかったり、ゴリラの

胸毛を髪の毛で表現していたり、細部まで繊細に表現されていました。途中でスクリーンが半分開いて中の

役者の動きが見えたのも、おもしろかったです（たくさんの役者がいるのかと思ったら 3人しかいなかった

のでびっくりしました）。最後に簡単な影絵を教えてくれ、実際に何人かスクリーンで体験するコーナーも

ありました。 

息子は初めての影絵に興味津々で帰りの車の中でも鳥のまねをしていました。１部で出てきた怪物が怖か

ったとか、きりんがいたねとか、たくさん感想を言っていたので、テレビとは違って劇はすごく印象に残る

んだなと思いました。私も暗い中で、皆で観るわくわくする感じを久し振りに楽しめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動報告＞ 『ハンナのかばん』 ワークショップ 
１０月１４日（月、祝） １４：００〜１６：００ 佐倉市西武地域福祉センター 

小６のＮさんが参加してきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。ワークショップの報告！ 

いつも、「いちごハウス」でやっている体操とか、知っている事を、また新たに教えてもらって、 

何のためにこの体操をやってるのか再確認ができたことがよかったですねー 

歌もちゃんと覚えてますよー  

 ♪〜 かばんに何をつめようか、かばんに何をつめようか、〜♪ 

最後は、ハンナのかばんの１シーンをやりました。 

「戦える人」（男子が対象）と「戦えない人」（女子または背が低い、老人など）に分けられてハンナ

とお父さんが別れてしまうシーンなんですけど、あまりに悲しすぎて泣いちゃう子もいました。 

以上！ 



     
 

１１月 

 ３ （祝） 鑑賞「ハンナのかばん」 

  ６ （水） 会費納入日 

１２ （火） 「ウーフ」実行委員会 

１３ （水）    理事会 

１６ （土） 「ウーフ」の芋煮会 

２３ （土） そばの収穫 

３０ （土） 鑑賞「ねずみのすもう」 

１２月  

 ４ （水） 会費納入日 

 ７ （土） 
そばの粉引き(男劇場) 

アルカサール企画 

１１ （水） 理事会 

１５ （日） 「ウーフ」高学年ワークショップ 

２１ （土） 年越しそば 

12/23(祝)～1/5(日)まで事務所 冬休み 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

 

 

 

 

 

 

事務所は月・水・金が開設日ですが、急な用事で出かける事があります。ご用の時は事前にご連絡ください。 

 

 

1１／１現在 

会員数 3５世帯９２人 

        入会・退会 なし 

「おひざさん」と劇場で呼んでいる 3才以下の幼児が 

６人になりました。 

平日にお母さんと子どもの集まりを持ちたいですね！ 

今までの会員さんも新入会の会員さんも、たくさん活動 

に参加して、早く名前を覚えあいましょうね！！ 

 

 

 

笠間 彩希(さき) ちゃん  年中 

   悠介(ゆうすけ) くん おひざ 

   陽子 さん     

印西市牧の原 在住 

 

 

  

 

北総交流会 

 

10月 28日(月)  １０時～１２時半 

子どもネット八千代事務所 

 

北総交流会は、北総地区（いんざい、白井、八

千代、船橋、ならしの、成田、佐倉）の役員の集ま

りです。 

各劇場の情報を持ち寄り、アイディアを出し合い、

悩みへのアドバイス等、同じ活動をしている仲間

だからこそ解りあえる会議の場になっています。 

どの劇場でも、鑑賞が体験活動の中でも『心の

栄養』になる大切な活動と位置づけています。 

年数回鑑賞を実施している劇場もあり、いんざい

からも参加出来ますので、興味があるようなら是非

参加してみてくださいね！ 

情報の欲しい方は遠慮なく聞いてくださいね。 



近隣情報 

肩掛け人形芝居 『ねずみのすもう』 

          人形芝居 燕屋 

１１月３０日(土) １４時開演 

西白井複合センター レクホール 

  

 肩掛け芝居という、珍しいスタイルでのお芝居です。

子どもはもちろん、大人が観ても十分楽しい！ 

腹話術のカンクローくんは、子どもに大人気です！ 

今年度の鑑賞作品にしていますので、今回初めて観

る方には、劇場からひとり５００円の補助が出ますよ。 



 


